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◇保育園落ちた、日本死ね


　武藤さんは、保育士として、また二人の子どもを保育園に通わせた経験から「働く権利と育つ権利」とは当たり前に暮らせること、「育園落ちた日本死ね」のブログを読み上げ、これが保育園に入れないのは「あなたの問題」といわれていた状況を社会全体の問題にしたと話し始めました。政府は緊急提言を出したが、安倍首相自身が「実現はちょっと無理では…」と言い出していると批判。待機児が問題になるなか、親はいい保育園に入れたいが選べる状況ではないと指摘。


◇調布市の状況


　以前は認可園（公立・私立）と認可外の分類だったが、新制度では認可外が地域型保育（家庭的・小規模・事業所・居宅訪問型）、認定こども園、東京都独自の認証など複雑化し、国が定めた最低基準以下でも保育所ができるようになった。待機児の定義が、認可園に入れない児童、認可外にも入れない児童の二種類あり、行政は少ない数字を使う。調布市もこれまでは積極的に保育園を建設するのでなく、弾力化で定員や認証を増やしていたが、ニーズを調査し目標を決めて建設するように変化しつつある。


　国の保育政策も規制緩和で定員を増やす方向にあり、条件は悪くなっている。公有地の無償貸与等とともに最低基準を引き上げる必要がある。一方で、夜８時までの保育を必要とする働き方、労働条件の改善が必要と指摘しました。


◇憲法の視点からみると


　弁護士の大久保さんは、憲法１３条の幸福追求権を中心に、自分らしく、人間らしく働く権利がある。子どもを産んでも、安心して働くには周りのサポートが必要。学習権の観点からは保育園にも学びがあるが、保育園か家庭での子育てかは人それぞれであり、保育の必要な人に応える保育園が必要。また、障害をもつ子どもが保育園に入れなかった例をあげ、色んな人がいる社会を保育園でも経験できるし、これは子どもの発達にも必要であり、園の問題ではなく国の制度の問題だと話されました。


◇保問協の活動


　斉藤さんは１９７５年に結成した調布市保育問題協議会は今も活動しているが、父母連協の活動が厳しくなっていて、ＳＮＳで情報交換はできても交流はできないと報告。顔を合わせる活動の大切さを指摘しました。子どもが小さく負担が大きいなどで活動が困難な中で、１つの園の保護者ががんばって11月にアンケートを実施。21園５６７人からの要望をまとめて、１月に市に提出。保育内容だけでなく入園問題についても、マンション等を建設する際に、環境整備として保育園建設も考えてほしい等の要望も含まれ、よくできていると紹介しました。また、今日のテーマ「働く権利、育つ権利」という視点を、今後は自分も考えていきたいと述懐しました。


◇保育士の立場から


　酒井さんは長年私立認可園で働き、定年退職後の４月からは再雇用で働く保育士の立場から話されました。　親は疲れきってお迎えに来る。「園でだれが一番好き？」と聞く子もある等、家で甘えきれない様子もあり、大変な中での子育てを実感する。保育士不足は深刻で、産休・育休の代替を募集しても見つからず派遣会社に依頼している。障害のある子も受け入れたいが。人手不足で成長発達に責任がもてない状況もあるのではないか。保育内容を低下させないよう、社保協で対市交渉を行っているが、来年４月に改定予定の保育指針に、国旗・国歌が盛り込まれて驚いた。園独自のプログラムがどこまで守れるか心配しているなどを報告。


◇会場からも発言ぞくぞく


　会場からは、かつて保育運動に関わった人たちから、以前は各園に父母会があり、保育士と協力して保育料値上げ反対で運動した等の経験が話され、保育士さんからは、低賃金の実態、都の家賃補助も正規職員のみ等の現状が話されました。


　赤ちゃん連れで参加した方は、調布駅前でチラシをもらい、母親からも聞いて参加したが、自分自身は子育てしながら働くことは困難な職場だが、子どもの育ちから保育園を考えたいこと、待機児の問題は出産まで考えていなかったことが話されました。


　ママの会の方からは、働いて保育園、働かないで幼稚園と、母親が分断されている。色んな母親がいるから週三日だけ等もっと働き方が選択できればいいが、今は当てはめるしかない。多様性がみとめられる社会にしたいと発言がありました。（三浦久美子・記）
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　４月29日、あくろすホールで調布「憲法ひろば」123回例会。テーマは保育問題。元保育士で調布市議の武藤千里さん（写真左上）を中心に、調布で子育て中の大久保佐和子弁護士（写真中左）、調布市保育問題協議会会長の斉藤厚子さん（同中央）、保育士の酒井奈美江さん（同右）からお話を聞きました。参加は39人。岩本努世話人（写真下）の司会で進行、記録は三浦久美子世話人です。　（編集部）
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